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	器材の洗浄・消毒・滅菌・保管のチェックポイント①[image: image2.png]
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	チェック項目
	評価

	　　洗浄の基本
	汚染器材はまず，必ず洗浄をしている（洗浄する前に消毒薬に浸漬したりしない）
	

	
	汚染器材専用の流し台を決めている
	

	
	洗浄場所は，水や汚染物の飛散防止のための対策がなされている（例；水跳ね防止用のついたて，深めのシンクなど）
	

	
	洗浄時には，個人防護具（ビニールエプロン，ガウン，手袋，マスク，ゴーグル，フェイスシールドなど）を適切に使用している
	

	
	洗浄作業時，水道蛇口下に専用容器を置き，容器内に水をためてその中で付着物を除去してからブラッシングしている
	

	
	洗浄に使用するスポンジはきれいに洗浄後，乾燥した状態で保管されている
	

	
	腔のある器材の洗浄に使用するブラシは，適切な径のブラシが各種準備されている
	

	
	洗浄には，医療器具用の洗浄剤を用いている
	

	
	酵素剤入りの洗浄剤を使用する場合は，スプレー式では使用せず，浸漬方法にて使用している
	

	
	臨床現場において，定期的に洗浄作業をチェックし，問題があればそのつど指導をしている
	

	
	
	

	
	
	

	　　消毒方法
	器材の消毒はまずは熱を利用する

加熱消毒や滅菌（高圧蒸気）などの手段を用いることができない場合にのみ消毒薬を使用する
	

	
	高レベル消毒薬，中レベル消毒薬，低レベル消毒薬の分類が理解できている（自施設に採用されている消毒薬名が適切に言える）
	

	
	消毒薬の噴霧・散布・薫蒸による使用をしていない
	

	
	殺菌用紫外線（装置）の使用では，ランプの劣化（使用時間の管理），ランプ上の埃の除去，陰になる部分を作らないなどの管理が徹底されている
	

	
	ホルマリンによる器材の消毒はしていない（極力避けている）
	

	
	
	

	
	
	


	器材の洗浄・消毒・滅菌・保管のチェックポイント②

	チェック項目
	評価

	消毒薬の保管・管理
	消毒薬の開封日（または期限）を記入し管理している
	

	
	熱や直射日光を避けて保管している．また，冷所保存など，指定された保管方法が守れている
	

	
	消毒用エタノールなどアルコール濃度が60w/w％以上の消毒薬の保管は必要最小限とし，火気に注意して保管している
	

	
	消毒薬を廃棄する際は，廃水処理設備の活性汚泥に対する影響や環境全般に与える影響に配慮している
	

	
	フェノール類の廃棄は5ppm以下としている（極力，使用しないようにしている）
	

	
	消毒薬の種類や用量，容器など，使用量や使用状況に合わせて検討している
	

	
	消毒薬に関する質問や相談が積極的にでき，疑問点を解決したうえで使用している（薬剤部，感染対策担当など）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	消毒薬の使用上の

留意点
	使用する消毒薬・濃度・浸漬時間・その他の留意点が記されたマニュアルがある
	

	
	消毒薬の濃度が厳守できている
	

	
	消毒薬への浸漬時間が厳守できている
	

	
	高レベル消毒薬使用時は，とくに副作用（蒸気吸入による毒性，取り扱い者の薬液接触など）に対する十分な対策（マスク・ガウン・手袋などの使用）ができている
	

	
	消毒薬の使用時には，消毒薬ボトルのふたを汚染しない，ふたを確実に閉める，ふたを開けっ放しにしない，ふたを汚染してしまったら廃棄するなど適切に管理している（現場に周知され実践されている）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	器材の洗浄・消毒・滅菌・保管のチェックポイント③

	チェック項目
	評価

	　滅菌物保管
	床から20～25cm，天井から45cm，外壁から5cm以上距離をおいて保管している
	

	
	使用頻度の少ないものは閉鎖式，あるいはカバーをしたキャビネットに保管している
	

	
	湿気を帯びる可能性のある場所（水場の近くなど）には置かない
	

	
	器材のパッケージを破損しないように置き，慎重に取り扱っている
	

	
	棚の清潔管理（定期的清掃）の責任者を決めている
	

	
	定数管理などにより，在庫を多く持たない工夫をしている
	

	
	滅菌物保管棚内の滅菌物の有効期限や管理状況を定期的にチェックしている
	

	
	「救急カート」「回診車」「包帯交換車」「処置用テーブルの引き出し」などの滅菌物のチェックを確実に行っている
	

	
	滅菌物は手前の物から使用し，後ろへ補充するなどの取り決めが周知徹底されている
	

	
	既製の滅菌物（ディスポーザブル製品など）は，ダンボールに入った状態で保管していない
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	滅菌物使用上

の留意点
	滅菌物の使用時，以下の事項について確実に確認を行っている

①化学的インジケータの変色に問題がないか，②包装に異常がないか（例；滅菌バッグの破れ，ピンホール，水などによる濡れ），③有効期限内であるか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	器材の洗浄・消毒・滅菌・保管のチェックポイント④

	チェック項目
	評価

	単回使用器材

（SUD）の取り扱い
	SUDは原則的には再使用せず，適切に廃棄している
	

	
	SUDの処理に関する自施設の基準・手順があり，責任が明確になっている
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	

	チェック項目
	評価
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